
レーザ焼結による造形物の

電気的絶縁性能評価

内容・特徴

は造形方法が材料の性能に影響を与えることが懸念される。今回、
絶縁性能に着目して都産技研で最も利用されているレーザ焼結法によ
るレーザ焼結品と射出成形品との比較・評価を行った。

❶複雑な形状でも作成可能

❷設計変更が容易

❸金型不要

従来技術に比べての優位性

予想される効果・応用分野

❶新規形状の絶縁支持物の作成

❷ 造形物の絶縁設計技術提供

❸様々な治具が必要となる研究開発・製造
分野

提供できる支援方法

 技術相談 

 オーダーメード開発支援 

 文献・資料 
新井宏章，山内友貴，上野武司：レーザ焼結部材

の絶縁特性評価，平成 年電気学会全国大会， ，
（ ）

知財関連の状況、文献・資料

共同研究者 山内 友貴（ ものづくりセクター）、上野 武司（電気電子技術グループ）

電気電子技術グループ 新井 宏章
：

プリンタ の絶縁治具としての実用化
表 試験条件

コネクタ
絶縁スペーサ
絶縁治具

絶縁治具実用化に向けての課題

◆絶縁性能の実力値が不明慮

◆造形方向の影響

◆長期使用における信頼性（寿命、安定性）

一般的な成形品 射出成形品
と絶縁破壊強さを比較・検討

研究背景・課題 絶縁破壊試験

絶縁破壊
試験装置

試験品

電極
絶縁油

数 各厚さで 枚 以上

試料寸法 ×

昇圧方式 短時間法（交流）

電極 Φ20mm球 Φ25mm円板

周囲媒質 油中

昇圧速度

現状：機械的な部品の実用化がメイン
今後：電気的な部品の実用化も求められる

図 試験結果図 試験イメージ
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